
１．序論
　2005 年に食育基本法が制定され、現在第 3 次
食育推進基本計画が進行中である。食育は生きる
上での基本とされ、知育や徳育や体育の基礎と位
置付けられている。そのため様々な経験を通じて

「食」に関する知識と「食」を選択する力を習得
し健全な食生活を実践できる人間を育てたいとし
ている 1）。しかし平成 30 年度の国民健康・栄養
調査結果の概要で、主食・主菜・副菜を組み合わ
せた食事を 1 日 2 回以上食べることが「ほとんど
毎日」は、男性 45.4%、女性 49.0% であり、男女
とも若い世代ほどその割合が低く、20 代女性は
38.9% であった。また、主食・主菜・副菜の 3 つ
を組み合わせて食べることができない理由は、男
女ともに「手間がかかる」が最も多いとされた。
さらに同調査では、20 代女性のカルシウム摂取
量は 384mg、鉄の摂取は 6.5mg と極めて少ない

摂取の現状であった 2）。その為、国は国民の栄養
摂取状況を改善すべく食育推進基本計画に基づい
て食育の推進を提唱している現状にある。その中
には朝食を欠食する子供と若い世代を減らす目
標 3）も打ち出されている。令和元年版の食育白書
の平成 30 年度の文部科学省の調査結果では、朝
食を欠食する児童の割合は 5.5% であり、平成 29
年度の調査結果に比べて 0.9% 増加していた 4）。
さらに、農林水産省の食育に関する意識調査結果
でも朝食を欠食する若い世代の割合は、平成 30
年度は 26.9% で、平成 29 年度より 3.4% 増加して
いた 5）。
　近年、このような朝食欠食を減らすことに一役
を担っているのがシリアルである。朝食でご飯や
パンに代わり、シリアルは手軽に食べられること
で 2012 年ごろから急速に拡大し、活用されるよ
うになってきている 6）。シリアルとは、穀類を原
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料にした加工食品の総称で、原料となる穀類や加
工方法、調味の仕方などにより、様々な種類があ
る。1890 年代後半からアメリカで商品化されて
一般に食べられるようになった。日本でも 1990
年に農林水産省で「朝食シリアル」という品名で
品質表示ガイドラインが作成された 7）。シリアル
食品の一種として、コーンフレーク 7）やグラノー
ラ・フルーツグラノーラが含まれる 8）。シリアル
の中でも近年特に人気が高まってきているグラ
ノーラだが、カルビー株式会社では、オーツ麦、
ライ麦粉、玄米粉、米粉、小麦ふすま小麦粉、コー
ンフラワー、アーモンド、ココナッツなどを細か
くした原料にシロップを混ぜ香ばしく焼き上げた
ものを粉砕して製造している 9）。それにパパイヤ
やレーズン、リンゴなどのドライフルーツを混ぜ
込んだフルーツグラノーラ（カルビー製品名：フ
ルグラ ®）は、自然な甘さのドライフルーツをミッ
クスしてあり、特に食物繊維と鉄分も豊富に含ま
れていることから人気がある。
　今回は、このフルグラ ® を使用した新たな料理
を食育に活用するために、将来母親であり保育者
として次世代に食をつなげる役割を担う若年女性
を対象に、料理を試食した後、質問紙調査に回答
してもらった評価についてテキストマイニング分
析も含め検討することを本研究の目的とした。

２．材料及び研究方法
２－１　試料
　本研究で使用する試食用料理で用いた試料に
は、「カルビー株式会社製品：フルグラ ®（以下
フルグラ ®）」を使用して料理を作成した。

２－２　対象者
　将来母親となり子供の保育者となるであろう女
子大学生を若年女性の対象者とした。

２－３　研究方法
　2019 年 10 月～ 11 月の期間に本研究の参加者
を募集し、同意を得られた対象者に試食料理を一
部試食してもらい、無記名で質問紙調査に回答し
てもらう。研究参加の同意を得るにあたり、対象
者には依頼文章と共に研究の説明（研究参加によ

る利益・不利益やアレルギーによる健康被害の可
能性、研究データの取り扱い等）を行い、研究の
趣旨を理解し、同意が得られた場合のみ研究に参
加し、試食及び質問紙調査に回答してもらった。
本研究における倫理的配慮は、東京家政学院大学
倫理委員会での倫理審査の承認を得た。（31 倫委
第 19 号）
　得られた結果については Microsoft 社製エクセ
ル 2013 を用いて集計し、ナンバリング後に解析
用データとした。自由記述データはテキストマイ
ニングの手法を用いて内容分析を行った。テキス
トマイニング分析には樋口らが開発したフリー・
ソフトウエアの KHcoder10）を用いた。まず、
KHcoder の茶筌（形態素解析に基づくデータ抽
出機能）を用いてデータ中の複合語を検出させ、
その後、品詞による語の選択を行い、語の解析を
行うのに必要な複合語（キーワード）については、
強制抽出語としてタグ付けを行い、分析を行った。
例えばそれぞれの料理の回答では、食育・味・見
た目・食感・実用（性）・栄養面等の複合語のタ
グ付けを行った。その後、単語の頻出分析により
出現回数 3 回以上の抽出語の結び付きを共起関係
として描画させる、共起ネットワーク分析を行っ
た。描画する共起関係は語－語とし、Jacard 係数
の大きい順に上位 60 組とし、強い共起関係ほど
濃い線で表し、出現数が多い語ほど大きい円で示
し、サブグラフ（modularity）ごとでの描画を行っ
た。

３．結果
３－１　フルグラ ® 活用料理
　フルグラ ® を活用した料理は、14 品の試作を
行い検討した。その後改良して再検討した結果、
試食用料理には 5 品（アイス・パンケーキ・みた
らし団子・パン耳ラスク・コロッケ団子）を用い
ることとした（図 1）。5 品を試食として全量ずつ
食べるのでは量が多いため、各料理を一口～二口
程度の試食となるように調製し、提供した。フル
グラ ® 活用料理 5 品の栄養成分を表 1 に示した。
栄養成分計算には、日本食品標準成分表 2015 年
版（七訂）追補 2018 年とフルグラ ® の製品表示
を使用した。
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　活用料理 5 品の食育ポイントは以下の様にし
た。アイス：手軽に作れ、作り置きができる。メ
リットは間食用にストックしておける。普段のア
イスにフルグラ ® を取り入れることで、食物繊維
や鉄分を多く摂取することができる。

パンケーキ：間食にも朝食にも活用できる。トッ
ピングをツナやチーズにすれば、朝食用になり、
果物やチョコレートソースでは甘さを楽しむこと
ができる。
みたらし団子：団子にタレを絡ませ、トッピング
としてフルグラ ® を使用。作る時、粉をこねたり
丸めたりする工程は親子で楽しみながら作れる。
茹でる時は親子で一緒に調理する。もちもちにサ
クサクの食感が斬新で良い。
パン耳ラスク：パンの耳の硬さを利用した。間食
にスナック菓子を食べるなら、歯ごたえもあるラ
スクが良い。パン耳にチョコレートソースを塗り
トースターで焼くだけなので、油を使用せず子供
だけでも作れる。
コロッケ団子：主菜としてコロッケの中にフルグ
ラ ® を入れることで、子供に不足しがちな食物繊
維や鉄分が多く摂取できる。

アイス パンケーキ みたらし団子

パン耳ラスク コロッケ団子

図 1　フルグラ ®活用料理 5品
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(g)
相当量

アイス 95.0 198.0 53. 6.4 32.5 2.1 71.4 2.1 0.1

20.0 42.0 0.7バニラアイスクリーム/高脂肪 2.4 4.5 0.0 26.0 0.00.0
ヨーグルト/全脂無糖 30.0 19.0 1.1 0.9 1.5 0.0 36.0 Tr 0.0

25.0 49.0いちごジャム/低糖度 0.1 0.0 12.1 0.3 3.0 0.1 0.0

フルグラ 20.0 88.0 1.6 3.1 14.4 1.8 6.4 2.0 0.1

パンケーキ 58.0 200.0 4.9 6.8 30.0 1.9 39.8 1.9 0.4
25.0 91.0小麦粉/ホットケーキ用 2.0 1.0 18.6 0.5 25.0 0.1 0.3
13.0 21.0鶏卵/全卵 1.6 1.5 0.00.0 7.0 0.00.3
5.0 22.0 0.1ホイップクリーム/乳脂肪 2.0 0.6 0.0 3.0 0.0 0.0

15.0フルグラ 66.0 1.2 2.3 10.8 1.4 4.8 1.5 0.1

みたらし団子 60.0 204.0 2.9 1.1 44.7 0.7 5.6 0.9 1.2
白玉粉 30.0 111.0 1.9 0.3 24.0 0.2 2.0 0.3 0.0

濃い口しょうゆ 8.0 6.0 0.6 0.0 0.6 Tr 2.0 0.1 1.2
15.0 58.0砂糖/上白糖 0.0 0.0 14.9 0.0 0.0 Tr 0.0

じゃがいもでん粉 2.0 7.0 0.0 0.0 1.6 0.0 0.0 0.0 0.0

フルグラ 5.0 22.0 0.4 0.8 3.6 0.5 1.6 0.5 0.0

パン耳ラスク 35.0 134.0 3.0 5.1 19.4 1.8 30.6 0.8 0.3
20.0 56.0食パン(耳の部分) 1.9 0.9 0.910.2 5.0 0.1 0.3

ミルクチョコレート 10.0 56.0 0.7 3.4 5.6 0.4 24.0 0.2 0.0

フルグラ 5.0 22.0 0.4 0.8 3.6 0.5 1.6 0.5 0.0

コロッケ団子 135.0 213.0 6.1 5.2 35.8 10.6 73.8 2.0 0.4
生じゃがいも 100.0 76.0 1.8 0.1 17.3 8.9 4.0 0.4 0.0

10.0 37.0 0.8 0.2小麦粉/薄力粉/1等 0.37.6 2.0 0.1 0.0
10.0プロセスチーズ 34.0 2.3 2.6 0.00.1 63.0 0.0 0.3

15.0フルグラ 66.0 1.2 2.3 10.8 1.4 4.8 1.5 0.1

表 1　フルグラ ®活用料理 5品の栄養成分
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３－２　対象者
　対象者となった女子大学生 59 名の年齢は 19 ～
23 歳の幅で、平均年齢は 20.9 ± 1.0 歳であった。

３－３　対象者の将来の健康観
　質問紙調査結果より、対象者が将来母親になっ
た時の健康観について確認した。将来母親になっ
た時に自分の健康や食生活について前向きに考え
る者は 79.7% とほとんどであった。また将来母親
になった時に、自分の子供の健康や食生活につい
て前向きに考える者も 81.4% と対象者のほとんど
を占めていた（図 2）。

３－４　フルグラ ® 活用料理 5品の評価
　次に料理 5 品を試食した上で、食育ポイント・
栄養成分・作りやすさ・食感・見た目・味の 6 点
について 4 段階で評価してもらった結果を図 3 ～
図 7に示した。

　アイスクリームの結果を、図 3 に示した。アイ
スクリームの食感と見た目は、肯定的な評価（と
ても良い＋良い：以下同様）がそれぞれ 83.1% と
84.7 であったが、それ以外も肯定的評価が 90%
以上であった。特に味と作りやすさに関しては
100％が肯定的評価であった。

　パンケーキの結果を、図 4 に示した。パンケー
キの作りやすさと食感は、肯定的な評価がそれぞ
れ 89.8% と 84.7% であったが、それ以外も肯定的
評価が 90%以上であった。

　みたらし団子の結果を、図 5 に示した。みたら
し団子の作りやすさと食感は、肯定的な評価がそ
れぞれ 74.6% と 86.4% であったが、それ以外も肯
定的評価が 90%以上であった。

0% 40%20% 80%60% 100%

自分の子供の健康や

食生活について考える

自分の健康や

食生活について考える

考える 時々考える あまり考えない 考えない 無回答

考える
時々

(n=59)

考える
あまり

考えない
考えない 無回答 総計

自分の健康や
17 30 7 1 4食生活について考える 59

自分の子供の健康や
26 22 5 1 5食生活について考える 59

図 2　将来母親となった時の健康観

0% 20% 40% 60% 80%

味

100%

見た目

食感

作りやすさ

栄養成分

食育ポイント

とても良い 良い あまりよくない 悪い 無回答

良い
とても

(n=59)

良い
あまり

悪い
よくない

無回答 総計

食育ポイント 26 230 0 1

栄養成分

59

18 138 0 2 59

22作りやすさ 31 6 0 0 59

食感 24 26 9 0 0 59

見た目 39 19 1 0 0 59

味 33 1 0 124 59

図 4　パンケーキの評価

0% 20% 40% 60% 80% 100%

味

見た目

食感

作りやすさ

栄養成分

食育ポイント

とても良い 良い あまりよくない 悪い 無回答

とても
良い

良い

(n=59)

あまり
悪い

よくない
無回答 総計

17食育ポイント 338 0 1 59

栄養成分 6 448 0 1 59

17作りやすさ 27 15 0 0 59

食感 29 22 8 0 0 59

見た目 32 324 0 0 59

味 17 37 4 1 0 59

図 5　みたらし団子の評価

0% 20% 40% 60% 80% 100%

味

見た目

食感

栄養成分

作りやすさ

食育ポイント

とても良い 良い あまりよくない 悪い 無回答

良い
とても

(n=59)

良い
あまり
よくない

悪い 無回答 総計

30食育ポイント 226 0 1

栄養成分

59

26 131 0 1 59

作りやすさ 47 12 0 0 0 59

食感 20 29 9 1 0 59

見た目 18 932 0 0 59

味 41 18 0 0 0 59

図 3　アイスクリームの評価
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　パン耳ラスクの結果を、図 6 に示した。パン耳
ラスクでは、全ての肯定的評価が 90%以上であっ
た。否定的評価（悪い、あまりよくない）が一番
無い料理であった。

　コロッケ団子の結果を、図 7 に示した。コロッ
ケ団子の作りやすさと食感及び味は、肯定的な評
価はそれぞれ 83.1% と 86.4% 及び 86.4% であった
が、それ以外も肯定的評価が 90%以上であった。

３－５　テキストマイニングによる分析
　フルグラ ® 活用料理 5 品の評価結果については
前述したが、それぞれの料理について良かった点
と悪かった点をそれぞれ自由記述回答してもらっ
た。料理ごとの回答者による出現文章から語の総
抽出を行い、次にテキストマイニング手法による
分析を行った。結果を表 2に示した。

　それぞれの総抽出語数からテキストマイニング
手法で共起ネットワークをそれぞれの回答につい
て描写した結果を、図 8～ 17 に示した。
　アイスの良かった点を、図 8 に示した。上位 5
位（出現回数）までの頻出語は味（82）、実用（50）、
食育（44）、良い（42）、食感（41）であった。共
起ネットワークでは頻出語同士の結びつきの関係
性を、出現回数が 3 回以上の語を抽出し図を描画
した。共起ネットワークでは大きなグループは 2
つあった。「味、実用性、栄養面や見た目も含め
簡単に作れ、美味しい」と「フルグラ入りのアイス
は食感が良く、食育として子供と一緒に混ぜるこ
とが出来る」という意見を読み取ることが出来た。

　一方、アイスの悪かった点を、図 9 に示した。
上位 5位（出現回数）までの頻出語は、食感（28）、
見た目（21）、フルグラ（17）、サクサク（8）、良
い（8）であった。共起ネットワークでは頻出語
同士の結びつきの関係性は、出現回数が 3 回以上
で行った。共起ネットワークでは大きなグループ
は 2 つであった。「アイスの中のフルグラの食感
が良くないし、見た目の彩が悪く、サクサク感が
無い」という意見が一番多かった。さらに出現頻
度はやや少ないが「すぐ溶けてしまうので、出し
たらすぐ食べないといけないから実用的では無
く、栄養面でエネルギーが気になる」という意見
も読み取ることが出来た。

　

0% 20% 40% 60% 80% 100%

味

見た目

食感

作りやすさ

栄養成分

食育ポイント

無回答とても良い 良い あまりよくない 悪い

良い
とても

良い

(n=59)

あまり
悪い

よくない
無回答 総計

26 29 3 0食育ポイント 1 59

栄養成分 22 333 0 1 59

作りやすさ 16 33 8 0 2 59

食感 23 28 8 0 0 59

見た目 18 37 4 0 0 59

味 24 27 7 0 1 59

図 7　コロッケ団子の評価

表 2　各料理の出現文章数と総抽出語数

出現文書
（数）

総抽出語数
（文字）

回答者数
（人）

274 3129アイス良かった点 59
57 678 37アイス悪かった点

236 2676 56パンケーキ良かった点
67 790 37パンケーキ悪かった点

200 2152 55みたらし団子良かった点
107 1223 51みたらし団子悪かった点
249パン耳ラスク良かった点 2607 58
43パン耳ラスク悪かった点 433 23

245 2842 57コロッケ団子良かった点
77コロッケ団子悪かった点 857 37

0% 20% 40% 60% 80%

味

100%

見た目

食感

作りやすさ

栄養成分

食育ポイント

とても良い 良い あまりよくない 悪い 無回答

とても
良い

良い

(n=59)

あまり
悪い 無回答

よくない
総計

食育ポイント 36 22 0 0 1 59

栄養成分 26 30 0 0 3 59

45作りやすさ 13 1 0 0 59

食感 41 16 2 0 0 59

見た目 45 14 0 0 0 59

味 43 15 1 0 0 59

図 6　パン耳ラスクの評価
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図 8　アイスの良かった点の共起ネットワーク

図 9　アイスの悪かった点の共起ネットワーク
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図 11　パンケーキの悪かった点の共起ネットワーク

図 10　パンケーキの良かった点の共起ネットワーク
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図13　みたらし団子の悪かった点の共起ネットワーク

図 12　みたらし団子の良かった点の共起ネットワーク
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図15　パン耳ラスクの悪かった点の共起ネットワーク

図 14　パン耳ラスクの良かった点の共起ネットワーク
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図16　コロッケ団子の良かった点の共起ネットワーク

図 17　コロッケ団子の悪かった点の共起ネットワーク
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　パンケーキの良かった点を、図 10 に示した。
上位 5 位までの頻出語は良い（57）、味（50）、食
感（49）、フルグラ（47）、見た目（43）であった。
共起ネットワークでは大きいグループは 1 つで
あった。「パンケーキにフルグラを入れて作るの
は食感が良く、見た目も栄養面も良く、作るのも
簡単だから実用的で良い」という意見が読み取れ
た。それ以外にも二つの語のつながりであったが、

「食育として子供と一緒にできる」や「食感のサ
クサク感が残っていて良い」、「美味しくて簡単」
などの意見も読み取ることが出来た。
　一方、パンケーキの悪かった点を、図 11 に示
した。上位 5 位までの頻出語はフルグラ（17）、
食感（16）、見た目・味（同率）（12）、実用（11）、
食育（9）であった。共起ネットワークでは大き
いグループは 3 つあった。「フルグラの食感であ
るサクサク感が足りない」、「トッピングなどがな
いと見た目の彩が無く、作るのも手間なので実用
的で無い」、「食育として子供と火を使って焼くこ
とは難しい」という意見を読み取ることが出来た。

　みたらし団子の良かった点を、図 12 に示した。
上位 5位までの頻出語は味（48）、フルグラ（47）、
食感（47）、見た目（37）、食育（34）であった。
共起ネットワークでは大きいグループは3 つであった。

「フルグラはサクサク、みたらし団子はもちもち
で味と食感が良く、見た目も可愛かった」、「食育
として、子供と団子を丸めることが出来る」、「栄
養面も良く、簡単に作れるので実用的である」と
いう意見を読み取ることが出来た。
　一方、みたらし団子の悪かった点を、図 13 に
示した。上位 5 位までの頻出語はフルグラ（24）、
実用（22）、味（21）、少し（16）、団子（15）であっ
た。共起ネットワークでは一番大きいグループが
2 つあった。「味がしょっぱすぎで、フルグラと
団子があわないので少し実用的でない」、「フルグ
ラと団子の組み合わせの食感と見た目が悪く、フ
ルグラが団子の上から落ちてしまうのが良くな
い」という意見が読み取れた。またこの意見では
かなりネットワークの共起性のつながりが複数の
グループに認められた。他にも、「みたらし団子
のタレのせいもあるが、栄養面で思った以上にエ

ネルギーが高い」、「白玉粉をわざわざ買いに行き、
一緒に作って食べる気が無い」、「食育としては、
丸める以外は子供が出来ず、また子供がのどに団
子を詰まらせてしまいそう」などと、他の料理よ
りも多くの悪い点の意見を読み取ることが出来た。

　パン耳ラスクの良かった点を、図 14 に示した。
上位 5 位までの頻出語は味（58）、食感（52）、実
用（46）、見た目（45）、サクサク（40）であった。
共起ネットワークでは、大きいグループは1つであった。
「フルグラとチョコの相性が良く味や食感が良
かった、また見た目も良い」という意見が見られ
た。他にも二つの語のつながりとして、「サクサ
ク感が良かった」、「食育として栄養面が良い」、「捨
ててしまうようなパン耳が美味しくなっていて良
かった」といった意見が読み取れた。さらに、共
起ネットワークが近かったことから、回答の多く
が複数の言葉をつなげた記述である特徴もあった。
　一方、パン耳ラスクの悪かった点を、図 15 に
示した。上位 4 位までの頻出語は食感（17）、少
し（7）、パン・フルグラ・味（同率）（6）、チョコ・
栄養面・食育・足りる（同率）（4）であった。共
起ネットワークでは語のつながりもかなりばらば
らであったが、「パンの食感が足りなくやわらか
すぎた」、「フルグラがぽろぽろで少しパンから落
ちてしまう」という意見が読み取れた。他に「ラ
スクのサクサク感がもう少し欲しかった」、「使用
している材料が偏っているため栄養面でのエネル
ギーや糖質が高い」「食育としてチョコ以外やパン
の耳以外の活用はどうするのか」という意見もあった。

　コロッケ団子の良かった点を、図 16 に示した。
上位 5 位までの頻出語は味（60）、食感（46）、見
た目（37）、食育（35）、栄養面（34）であった。
共起ネットワークでは大きいグループが 1 つで
あった。「フルグラとチーズの味や食感が良く、
見た目も良いし、食育として子供とも作れるので
栄養面も良く、美味しいし実用的である」という
意見を読み取ることが出来た。またこのグループ
につながる、語として、「チーズが入っているの
が良い」、「丸くて可愛い」という意見も読み取れ
た。
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　一方、コロッケ団子の悪かった点を、図 17 に
示した。上位 5 位までの頻出語は味（26）、食感

（17）、実用性（14）、コロッケ・ジャガイモ（同率）
（10）、栄養面・見た目・手間・少し（同率）（8）
であった。共起ネットワークでは大きいグループ
は 2 つあった。「もう少し食感にサクサク感が欲
しかった」、「コロッケを作るためのジャガイモの
下処理が手間なので実用的では無い」という意見
を読み取ることが出来た。

３－５　全体的な感想と継続性
　全体的な感想について、図 18 に示した。上位
5 位までの頻出語はフルグラ（31）、美味（25）、
作る（22）、思う（21）、食べる（16）であった。
大きいグループは 2 つあった。「フルグラを使っ
た料理は美味しかったので、作ってみようと思
う」、「フルグラは牛乳と一緒に食べることが多
かったが、他の食べ方を知ることが出来た」とな
り、さらに「食育を考えたときに、子供と一緒に
作るのが簡単」という意見も読み取れた。

　今回試食した料理で一番良かった料理と、作る
のであればどのくらいの頻度であれば作るかにつ
いて、図 19 及び図 20 に示した。一番良かったメ
ニューはアイスで 47％となり、次にパン耳ラス
ク（19%）、コロッケ団子（17%）、パンケーキ（13%）、
みたらし団子（2%）となった。

図 18　全体的な感想での共起ネットワーク

47%

19%

17%

13%

2% 2%
(n=59)

95 95

図 19　一番良かった料理
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　作る頻度の結果（図 20）でも、毎日でも作り
たいとの結果になったのはアイス、次いでパン耳
ラスクとなり、上位は一番良かった料理と同様の
結果となった。パンケーキとコロッケ団子は作成
したい頻度は 2 ～ 3 日に 1 回と週に 1 回程度が大
半を占めており、大差ない結果であったが、みた
らし団子については月に 1 回から 2 ～ 3 ヶ月に 1
回程度が大半を占めており、みたらし団子はあま
り人気がなかったことを示す結果となった。

４．考察
　今回の対象者となった女性は、まだ大学生であ
るが、将来は母親となり子供を産み、家族と共に
保育者として子供を育てる可能性がある若年女性
である。現在日本では、2016 年から進められて
いる、第 3 次食育推進基本計画の重点課題の一つ
に、若い世代を中心とした食育の推進がある。そ
の中で、将来親となる 20 歳代・30 歳代の若い世
代は、食に対する意識が低いため、自分の健康を
守るとともに、次世代に食の知識や体験をつなげ
ていけるような食育の推進が望まれている 3）。今
回の対象者は、自分の健康や次世代の子供の健康
についておおむね肯定的に考える者が多かった
が、無回答も含めると 20％は意識が低いことが
明らかとなっている。そのため、これら意識が低
い者も含めて、食育の推進の中では、食に関する
学習や体験活動を充実させることが今更ながらに

重要であることが考えられた。
　次に各料理の評価に関して、作りやすさや食感、
見た目を除けばほとんどの料理は食育ポイントの
評価もよく、栄養成分もあまり気にならず、特に
味も高評価であったことから、フルグラ ® を活用
した料理は食育に活用できる可能性が考えられ
た。
　さらに、テキストマイニングの評価から、すべ
ての料理において味や食感等が良く頻出していた
語であった。これは試食を行ったという点から、
どうしても味覚からの評価が一番に上げられてし
まったものと考えられる。特に美味しさは今後継
続的に調理を行う可能性を向上させることにもつ
ながるため、食育で調理を取り入れる場合には外
すことが出来ないポイントであると考える。しか
し、コロッケ団子やみたらし団子では味や食感に
ついては余り良い評価が得られなかった。このこ
とは共起ネットワークの結果でも、それぞれのメ
ニューとフルグラ ® の組み合わせについて、通常
ではあまり考えられない組み合わせだったため
か、否定的な意見が出たためと考えられた。次に
食感に関しては、全てのメニューでフルグラ ® の
サクサク感が良いということがあげられており、
そのことにつながる様にパン耳ラスクが一番評価
は良かった。他の料理はフルグラ ® を混ぜたり、
からめたりしていたためか、サクサク感がなくな
る事へのマイナス点を挙げている意見が多かっ
た。フルグラ ® を活用する場合には、サクサク感
が残るようなメニューの方が若年女性には好まし
いことが今回の結果より明らかとなった。近年の
若者の嗜好でも、子供たちや若者は柔らかい食べ
物を好むようになっており、その結果、咀嚼機能
の低下が指摘されている。西脇らの若年層を対象
にした調査でも、若年層の咀嚼回数の低下が指摘
されている 11）。また今井らの研究では咀嚼回数を
栄養指導された女子学生は、体格、食習慣、咀嚼
能力が改善することが報告されている 12）。本研究
結果でも、食感に関して特に意識したのか、共起
ネットワークの語の中でも頻出していた。フルグ
ラ ® を用いて食育を行う場合には食感を生かし
た方が、咀嚼力を改善させる可能性がある事も明
らかとなった。

10%0% 20% 40%30% 60% 70%50% 90%80% 100%

みたらし団子

コロッケ団子

パンケーキ

パン耳ラスク

アイス

毎日

(n=59)

2～3日
に1回

週に1回 月に1回
2～3ヶ月 年に
に1回

毎日 ２～３日に1回 週に1回 月に1回 2～3ヶ月に1回 年に1～2回 作らない 無回答

1～2回
無回答作らない 総計

8アイス 14 21 8 5 0 0 3 59
パンケーキ 0 2 24 19 6 3 2 3 59

0 1みたらし団子 10 14 23 4 4 3 59
6 51 51パン耳ラスク 13 3 2 0 5 59
0 1 18コロッケ団子 25 8 3 4 0 59

図 20　今後継続的に作る場合の頻度
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　見た目に関しては、パンケーキやパン耳ラスク
の見た目はかなり評価が高かったことからも、若
年女性にとって料理の彩りは大事であることが明
らかとなった。例えば、奥田らの研究において、
20 歳代の男子 80.6% に対し、女子が 92.4% と、
女子の方が食べ物の色が食欲を増進させると認識
しており、料理の色の組み合わせについての関心
度も女子の方が高い結果を示したと報告されてい
る13）。本結果では若年女性のみでの結果であるが、
見た目について「可愛らしさ」「彩」などの評価
が上がったことからも、食育を行う上で、料理を
用いるのであれば、味と同様に見た目の彩りにも
考慮が必要であると示唆された。
　次に栄養面に関しては、フルグラ ® を加えてい
ることで、通常の料理を食べるよりも鉄やカルシ
ウムを補えることに関しての思考は明らかとなっ
たが、これらの語があまり頻出しているわけでは
なかったため、若年女性にとって、栄養面は大ま
かには気になるが、成分まではあまり気にしない
ことが考えられた。一方間食として食べるのであ
れば 200kcal 程度に抑えたメニューを食育に使用
するのが通常であるので、今回作成したメニュー
も 200kcal 前後に調整を行ったが、現代の健康志
向やダイエット傾向からか、どの料理に関しても
エネルギーについては気にする思考が幾分かある
事が明らかとなった。
　最後に食育のポイントと連動して実用性につい
て検討する。アイスやパン耳ラスクなどは、一度
作ればストックできる事や簡単に作れる事、また
手間がかからないことなどから評価は高かった。
廃棄しないという点で、環境省によると、食品ロ
スは平成 27 年 9 月に国際連合で採択された「持
続可能な開発のための 2030 アジェンダ」で定め
られている「持続可能な開発目標」（SDGs：
SustainableDevelopmentGoals）のターゲットの
1 つとして、2030 年までに世界全体の一人当たり
の食料の廃棄を半減させることが盛り込まれてい
る。国内では、昨年 6 月に第 4 次循環型社会形成
推進基本計画において、家庭から発生する食品ロ
スを 2030 年度までに 2000 年度比で半減するとの
目標が設定されている 14）。農林水産省が発表して
いる日本の食品ロス量は、平成 28 年度推計値で

約 643 万トンと推計されており 15）。今回フルグラ
® を活用して考案したパン耳ラスクは、特に食パ
ンの耳が余った場合の食品ロスの削減の観点から
も推奨されるものであると考えられる。一方パン
ケーキやみたらし団子・コロッケ団子は、下処理
や焼いたり茹でたり調理する工程について、食育
の観点から、子供と一緒に行うのであれば、アイ
スやパン耳ラスクと同様に評価は高かったが、手
間がかかることが評価を下げるポイントとなった
と考えられる。しかしこれらの料理は特別な時に
作るのであれば作ることも可能という意見も見ら
れた。例えば、東京ガスの子育てママの食事情
2016 のレポートで、料理の時短・省手間に関す
る意識調査において、「料理は短時間で済ませた
い」人が 90% おり、その理由は共働きのママで
は「時間の制約がある」という理由で、非共働き
のママは「効率的な方が良いと思うから」という
理由であり、状況は異なれども子育てをする母親
は料理の時短・省手間のニーズがあることが明ら
かとなっている 16）。また 2016 年のキューピー食
生活総合調査結果において、20 ～ 59 歳の既婚女
性において「油で揚げる」調理だけでなく「ご飯
を炊く」や「野菜や果物の皮をむく」といった簡
単な調理でも以前に行った 2010 年や 2013 年の調
査と比較しても行っている者が減少しており、さ
らに、食事を準備するときに重視している点では、
自分一人だけでの食事の場合では、「手間ひまを
かけない」ことが 60% と一番重視されている。
しかし、家族そろっての食事の場合は「手間ひま
をかけない」ことは 10%となり、「おいしいこと」
が70%と一番重視されていることが明らかとなっ
ている 17）。つまり、本研究結果でも同様であろう
が、自分一人だけであれば、手間だと考え、短時
間で済まそうという調理工程も、家族と一緒であ
る事や家族のために作るという意識になった場合
には、手間という意識のハードルは下がり手間で
も実施する可能性があることが明らかとなった。
　さらに、東京ガスの親子料理の意識と実態 2014
のレポートでは、日常的に親子料理を行うことに
よる効果として「子供が食に興味を持つ」「食材
や栄養などの知識を教えられる」や「将来子供が
自分で料理することで健康的な生活ができる」な
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どの食育についての効果を実感していると報告が
ある 18）。さらに親子料理をする父親は子供の時に
自身の親と料理をしていたとも報告している 19）。
今回の研究結果で、あまり継続的には作らないと
した料理に関しても、食育などの親子料理で一緒
に調理を行うことが出来れば、それをきっかけと
して、その後継続的に調理を行う可能性が考えら
れた。さらに前述の東京ガスの報告にも子供が行
う調理作業は学年が上がるにしたがって増えてい
き、低学年では「混ぜる・こねる」ができ、高学
年では「刃物やコンロを使う」作業ができるよう
になるとある 20）。今回の考案した料理でも調理工
程にある「混ぜる」「こねる」「皮をむく」「焼く」
等の作業は、一緒に行う子供の成長発達にあわせ
ていくことが必要ではある。しかし、若年女性で
はこれらの作業は全てすでに出来るため、かえっ
て若年女性の食育としてこれらのフルグラ ® を活
用した料理教室を実施することで、その後、母親
であり保育者となったときなどに、第 3 次食育推
進基本計画の重点課題にもある、次世代へ食の知
識や経験をつなげることが出来るものと示唆され
た。

５．結論
　以上の結果より、今回フルグラ ® を活用した料
理を考え、それを食育に活用すべく、対象者に試
食をしてもらいアンケートに答えてもらった。結
論として、美味しく簡単な料理は今後作ってみた
いという継続性が期待できるが、作業工程に手間
がかかる料理は継続性が期待できない可能性が考
えられた。しかし食育として親子料理教室の実施
や対象者を若年女性として食育を実施する場合に
はそれらの料理も活用できる可能性が示唆され
た。
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